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が
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濟
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餘
白
に
，ヶ
ネ
丨
の
範
赛
書
ぎ
添
へ
て
あ
り
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同
封
し
た
經
濟
表
は
私■:
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が
ヶ
ネ
ー
の
峩
に
藺
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換
へ
：た
も
の
だ
截
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若
し
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ん
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暑
さ.で
も
出
來
る
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總
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述
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撕
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し
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自
表
が
印
刷
さ
れ
て
；か
ら
百
年
餘
に
し
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ル
ク
ス
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ょ
り
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經

濟
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說

史

上
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置
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れ
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と
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。
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濟
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デ
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論
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發
表
せ
ら
れ
て
居
り
、
經
濟
表
の
解
氣
と
し
て
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も
秀
水
本
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
°

然
し
な
が
ら
、

マ
ル
ク
ス
の
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の
對
象
と
な
つ
龙
の
杈
經
歡
表
の
範
式
の
み
で
あ
つ
て
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そ
の
原
表
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は
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あ
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範
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近.く

、.'
.
.
'
又
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介
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满
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な
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於
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外
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致
し
た
解
釋
に
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し
て
居
な
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濟
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線
と
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り
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な
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か
ら
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じ
め
直
さ
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な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

と
考
へ
ら
れ
先
づ.1

ケ
ネ-

經
濟
表
以
亂
の
諸
論
稿

』
(

昭

坂

田

教

授
.
は

r

た
だ
漫
然
と
原
表
と
範
式
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
ど
ち
ら
か 

和
ニ
十
五
年)

/
を
出
版
せ
ら
れ
た
が
更
に

『

ケ
ネ
ー
經
濟
表』 .

(

昭
和
'
三
十
：一

.
.
の
優
位
を
語
っ
：た0 -

す
る
こ
と
は
當
ら
な
い
。：
た
し
か
に
社
會
的
總
資
本
.の
再 

年)

，
の
表
題
の
下
に
經
濟
表
に
關
す
る
ゲ
、不
：丨
の
諸
論
稿
を
現
在
に
於
て
可
能

.

生
產
過
程
を
資
本
流
通
を
介
し
て
、
し
か
も
•貨
幣
流
通
を
資
本
流
通
の
契
機
と 

な
る
最
太
限
に
ま
で
、，
執
筆
や
_

順
に
集
め
て
邦_

せ
ら
れ
て
、
ゲ
ネ
ー
の
.

し
て
描
こ
う
と
し
た
：こ
と
は
、
: .

範
式
の
注
目
す
：べ
き̂̂

で
あ
る
が
、
し
か
し 

.

經
濟
表
の
構
想
の
時
間
的
推
移
を
檢
討
し

「

原
作
が
名
う
て
の
難
物

」

で.
あ

る
.

M

表
と
て
も
、
單
に
個
別
資
本
の
動
き
を
寫
そ
う
と
.
し
た
も
の」

で
は
な
い
窖
で 

'
か
ら
、
斯
く
そ
の
原
態
を
づ
き
と
め
次
止
に
立
っ
て
經
濟
表
諸
表
の
搆
成
の
變

；

，
あ
る
。| 1

表.
の
場
ム
ロ
も
そ
の
狙
い
は
社
鲁
的
資
ギ
に
あ

.
る
。
た
だ
そ
れ
は
社
會 

..

化
を
探
究
せ
ら
れr

矛
盾
は
矛
盾
な
り
に
、
'
曖
昧
は
瞹
昧
な
り
に

」

.譯
者
と
し
.
..

的
總
資
本
の
單
純
再
生
產
を
生
理
學
者
ら
し

<!

、：
ひ
.と
っ
の
解
剖
學
的
斷
面
と 

て
の
經
濟
表
の
解
說
を
發
表
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
，：
、

「

:

.
■:
■

,
.■
■
,: 

'し
て
、
し
か
本
社
會
的
平
均
に
お
い
て
、
描
こ
う
と
し
た
も
の
に
：他
な
ら
な
い
。

: 

パ
.

.

.

.:(

切
斷
面
今
あ
る
か
ら
、
總
過
程
を
す
べ
て
表
示
す
る
こ
，と
は
無
理
な
の
で
あ 

.
社
會
的
養
本
の
再
生
產
及
び
流
琿
に
關
す
石
分
節
を
硏
究
ず
る
越
时
信
三

■'

ら
I

。)

そ
y

考
ヘ
る：

こ
と
が
假
り
に
で
き
る
と
す
る
と
、
原
表
こ
そ
は
生
理 

''
郞
敎
授
は
：

『

ケ
ネ
ー‘
の
經
濟
表
の
硏
究

』

に
て
、
そ
の「

再
生
1
1
.の
間
題」

に
ャ
ぐ
學
者
ケ
ネ
丨
の
構
圖
上
し
て
適
わ
し
い
構
成
を
も
っ
が
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

.:

安
定
均
衡
の
經
濟
表
に
一
就
：て.'
.

:■
:'
、

.

■

.

'

■■
-
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:

stableau f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l

2
な
の
で
あ
り
、
範
式
は
赂
表
と
と
も
に
.そ
の 

說
明
_
に
過
ぎ
处
い
、.-
.
'或
は
範
式
は
た
か
杰
か
說
明
圖
泛
し
て
の
略
表
を
改
良
:'
'
',

し
.た
も
の
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
ぅ
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

」
( 「

譯
者
解
說
-

i 

八
五
I:
-) 

'と
解
せ
ら
れ
る
。
然
る
に.

「

從
來
0
經

濟

表

の

研

究

家

は

殆

ん

ど

範

「

■:
: 

式
を
對
象
と
し
、
，11
.表
は
敬
遠
す
る
か
、.
.ま
.た
は
せ
い
.：ぜ
.い
ニ
..
次
的
な
.
,%
と
.し
. 

. 

て
と
り
あ
っ
か
っ
て
き
た
ー0
そ
れ
ゆ
え
原
表
そ
れ
自
體
の
硏
究
文
献
は
至
っ
て

_

乏
し
い
の
で
あ
る
。1-
-
.
:
.

0
：

譯
者
解
說J:

四
九
«
と
し
吖
原
表
に
就
て
新
た
.に
獨
 

■ ■

.

.
 

自
の
解
釋
を
試
み
ら
れ
、.：そ
れ
を
第
一
：圖(

«-
者
解
說
-
1四
八
貢
揭
載)

：
に

.

:

...

表
式
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 

說
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へ

;
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.'.,'

..
■

:

.

,

,:'
.

:

解

斯
く
其
の
後
に
於
け
る
經
濟
表
の
硏
统
が
範
式
の
解
釋
か
ら
新
た
に
原
表
の

:.
'-
:
--
-'
®

式

：
 

說
明
に
立
ち
戾
っ
て
ゐ
.
る
こ
と
：に
就
て
は
筆
老
も
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
.あ
る

 

•
 
_

が
、
輝
式
を%--

っ.

て
、.

原
表
を
說
明
す
る
た
め
の
一
表
式
に
他
な
ら
ぬ
も
の
と

.

»/
>

••. 

、す
る
ゥ
ー
グ
博
士
や
坂
田
の
説
に
は
同
意
し
難
い
：の
で
あ
る
。
而
も
又
、

 

'
第
-

ィ 

い
づ
れ
も
範
式
に
就
て
の
，在
来
の
疑
問
に
何
等
解
決
を
興
べ
て
ゐ
な
い
の
で
あ

..
 

_

^
 

.

V

.

...

)

 

I

 

ハ 

■
 

-

'

.

 

■ 

,

.

:,
 

:
.ニ
.
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.

'

:
' 

. 

• 

• 

•

經
濟
表
：

(

原
表)

•
-の
メ
：力
ニ
.ズムの完全な理晖にする

.思
考
素
材
と
.
V
 

し
て
ゥー

グ
博
士
は
先
づ
'『

經
濟
表
の
分
析』

.
の
載
式
を
檢
討
す
る
に
、

マ

..

.

.
'■
:

ル
ク
ス
の
解
釋
を
更
に
又
、.ビ
ド
リ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ.

A
，
B
i
l
i
m
o
y

.o
の
解
說 

を
尊
重
し
ズ
ゐ
る
。
■:
博
士
は
デ
イ
ド
，p
Q
i
d
e
'

が

其

の
.

『

經
濟
學
說
史』

:'

:Histoire d
e
s
d
o
e
t
r
i
a
e
s
M
c
o
n
o
m
i
q
u
e
s

 de 
亡 ui

s
j
e
s

 

Physio- 

crates j
u
s
q
u
M

 

s
w 

J
ou
r
s

ミ

に

「

彼

C

ケ
ネ
I >

.が
若
し
、今
日
生
き

第 ニ 圖

ウーグ博士の表示するビルモヴィッチの箣式の解說表

.52
O

CMh
s
s
e
G

安
觉
均
銜
の
；經
濟
表
に
就
て

て
居
れ
ば
、：
恐
ら
く
今
日
の
所
謂
ダ
ラ
ヒ
フ
ク
を
用
：ひ
て
遙
か
に
、
其
め
構
圖 

を
明
瞭
な
ら
，し
め.た
で
あ
ら
ぅ
。.然
し
驚
く
べ
き
事
は
、..：彼
の
死
後
、
彼
.の
た 

め
に
.そ
の
勞
を
取
ら
ぅ
と
し
た
も
の
が'な
か
っ
た
事
で
ぁ
る
。

」

ー(

i

:
 p..

.
2
1
,
'
n

o
t

©

 

.
'
3
0

 

.
と
.
あ
.
る
を
弓
用
し
、
ビ
リ
モ
ヴ
ィ
ツ
.

チ
と
.

そ
、.
こ
の
.
チ

イ

ド

の 

期
待
に
そ
ふ
て
範
式
を
一.
つ
の
：タ
ラ
ヒ
ツ
ク
に
描
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
ど 

し
で
そ
の
圖
表
を
掲
げ
て
ゐ
る" .
d

a

s
 

a
l

l
g

e
m

e
i

n
®

 
s

a
h

e
m
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d
e

s
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f
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:
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s
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i
f
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s
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'
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n
a
l
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n

o
B

i
®
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就
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M
'

 

p
,

1
9
9

 

B
,

.

 

w

o

o
ff
q
, 

: T
h

e

 

T
a

b
l

e
a

u
w

c
o

n
o

m
i

q
u

e

o
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r
a

n
g
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i
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Q
u

e
s

n
a

y
'
、
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P

.

4O P

:
本
稿
第 

一
圖)

。
.
，
更

に

そ

れ

を

ヴ

ー

グ

傅

士

は

#

自
ら
の
解
說
圖
表
に
描
き
改
吖
て
.
 
(
i
b
i
d
.
,

 

P
.

 

4
9

.

本
稿
第
二
國)

そ
れ
に
よ
つ
て
マ
ル
ク
ス

(
i
b
i
d
.
,

 

p
.

 

5

P
 

:

本
稿
第
三
圖)

ビ
リ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
並
び
に
博
士
自
ら
の
範
式
解
説
の
圖
表 

(
i
b
i
d
.
,
'
p，

5

?0
..
.

本
稿
第
四
圖)

：
の
比
較
撿
討
をi

に
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
等
の
圖
表
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
名
略
號
は
、
<
5は
農
產
物
、a/
は
食
料
と 

.しV.

消
費
せ
ら
る
る
^
1
1物
、
47
-
は
原
料
と
し
て
使
用
せ
ら
る.る
農
產
物
、

:

B
は
工
業
の
製
作
：ロ

g
、

.
Lは
貨
幣
、
只
は
她
主
階
級
の
所
得
卽
ち
地
代
、
©
 

税
、：
十
分
ノ
：一.税
の

讓

權

、.
.こ
れ
等
の
：|
單
位
はゥ
ー

,
博
士
の
解

說

に 

■■
;
て
は1

議

哲

學

綱

要X

の

略

式F
o
r
m
u
i
e
&
r
f
:

の
如v

い
づ
れ
も

.

.

. 

.
一
：千
リ
ー
ヴ
.ル
で
あ
り
、
範
式
の
場
合
は
十
億
リ
ー
ヴ
ル
で
あ
る
。

.

.

- 

: ■ 

. 

- 

. 

■

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

•

'

.

•

-

ゾ.
V
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-

.

.

.

•

.

，■
こ
れ
等
三
つ
の
圖
表
：

(

本
稿
第
二
、
第
三
、

策
四
圖

)

：
を
比
較
し
て
ゥ
I
グ

:

傅
土
め
.範
武
の
解
釋
の
耍
點
を
擧
ぐ
る
に
，

.
㈠
''
-多

-;
1

.グ
傅
士
め
解
說
に'て
：は
生
產
馨
の
年
投
資
を
マ
ル
ク
ス
と
同
じ
く 

:

農
產
物 
ニ

單

位
.'
.

A
/
4
-
A
r

'..

と
す
る 

O
V
. 

.

:-
. 

.

H-■
:ウ
I
#嘴
土
：の
解
説
に
て
は
木
生
產®

の
投
資
を
ピ
リ
.モ
ヴ
ィ
ツ
チ
と 

.
同
じ
べ
貨
滞
ー
.單
位

：

L
:

と
す
る
。

.

S

 

.

ゥ
ー
グ
博
士
の
解
説
に
：て.は
マ
.ル
タ
ス
：の
如v

循
環
開
f

初
に
不
生
產

.
'
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

•

' 
. 

.

.

.

.四
九
：

,.
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一. ニ)



五
〇

'

ゥ
：丨
グ
博
士'
は
經
濟
表(

.
原
表)

•と
の
：'關
逋
を
深
か
ら
し
め
る
意
味
に
於 

て

、

ケ

ネ

ー

の

範

式

.
に

除

が

れ

て
あ

る

地
主
i

の
所
得
が
生
產
階
級
か
ら
納 

付
せ
ら
な
る
過
程
を
追
加
し
て
ゐ
る
。
佴
し
、
經
濟
表

(

原
表)

に
て
は
地
主 

階
級
の
所
得
を
生
ぜ
し
め
た
生
產
階
級
の
年
投
資
か
ら
點
線
が
描
か
れ
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
が
、
ビ^V

モ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
解
釋
の
如
く
生
產
階
級
の
年
投
資
と
し
て 

の
貨
幣
が
地
主
階
級
に
納
付
せ
ら
れ
る

と

い
ふ
こ
と
で
は
ない
の
で

あ

る

。

■
:

.

..
-:
s

K

 

'
:
、
：
■
:
.

ぃ

階

級

：忆
ー
製
作
品
ニ
取
位
：
の

薩

^

§

典
と
ぜ
ず
し'
て
ぺ
ビ
：
リ
キ

^
^

':
,

坂
田
敎
援
と
同
樣̂

ー
ス
ヶ
电
間
の̂
|

^

の.
間
に
：原
料
並
ぴ
に
食
料
と
.す
る
農
;

:

-

8

の
購
入
、

：.

霞
作̂

^

そ
の
：製
作
品0 ,

寶
却
の
.

：ー
：
：：連

€ >
'

過
程
^

ー
闾
反
屬
'
 

一：せ
ら
る̂

^

の
.
.と
解
す
各
。
::■
ハ
い
'.
: 

,

N>
;
''
.
'
'
ヴ
ー
グ
傅
士
.の
解
說
蛉
.て
1

_農
產
物
五
單
位
と
製
作
品
：ー1
位
の
竇
貿 

.

.過
程
.に
必
耍
な
る
貨
幣
量̂

マ
ル
ク
ズ
^
へ
ゥ
^
ル
の
如
く
ニ
敢
位
と
せ^;
1
.:

:

し

て

ビ

リ

：
モ
：
ヴ
ネ
ヘ
ッ
チ

'
や
、
三
邊
、
：久
保
田
兩
博
士
と
同
セ
く
三
単
位
‘
3

t H
J
.

■

と
す
る
。：

'.
_

..
:

''
;'-

へ.
.
'

■. 
ニ
へ 
v

/

v

..-

.

. '

1 1
;

に
ゥ
ー
グ
博
士
：は
範
式
の
循
環
を
御
貨
幣
面
か
ら
と

( ^

財

貨

面

：か
ら
と
ー
一

, 

つ
に
分
げ
て
表
式
化
じ

V

ゐ
る
が
：Q
2 :
a .
v
 

t

s

i i

-
士
の
範
式
の
修
正
表
は 

'
'次
の
如
く
掲
歡
さ
れ
て
居
る
。

(

i

s

.

,
 

p
.

 

5
7

 

”
本

槁

第

五

圖
.

次
に
ヶ
ネ
ー
の
範
式
ど
ゥ
ー
グ
傅
士
の
修
正
表
と
の
相
違
を
考
察
す
る
に

.
:
,
.

 

^

\

生
產
階
級
の
年
投
資
に
就
て',.
ー.
：
'

ゾ
'
^
^
 ̂

.

.ゥ
|

グ
傅
士
は
生
產
證
の
年
投
資
は
農
產
物
と
解

)

す
る
；も
の
ズ
あ
る
か 

‘ら
、
そ
の
修
正
表
に
於
け
る
生
塵
級
の

U

千
リ
.

—

ヴ
ル
は
農
產
物
寶
却
代
金■
 

主
千
リ
ー
ヴ
ル
ょ
り
、
•

不
生
®

級
べ
.

製
作
品
.の
代
金
と
し
て
支
池
せ
る
ー
千 

リ
ー
ヴ
ル.
を
控
除
せ
る
殘
額Rs

s
i

c uu
e

の
貨
幣
ニ
午
リ
一
ヴ
ル.で
あ
つ
て
、 

そ
れ
は
地
主
階
級
に
納:#
.

せ
ら
る
る
も
の
：で
あ_る
が
、
ゥ
r

グ
傅
士
は
ピ
リ
モ 

V

ヴ
ィ
ッ
チ
の
如
く
、
そ
れ.を
年
投
資
と
は
解
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
.。

.
 

p. 

400
, 

p'*
4
9
, 

P
.
.
S
2

從
つ
て
ゥ
丨
グ
㈣
士
の
修
正
表
に
^
式
の
生
產
階 

級
の
年
投
資
と
同
じ
位
置
に
ニ
千
リ
ー
ヴ
ル
が
記
載
さ
れ
て
あ
る
が
、
：
そ
れ
は

.

年
投
資
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
'
な
ら
な
い
の'
で
あ
る
。

:.

''
::
•

S
'

生

產

階

級

か

ら

地

主

階

級

の

地

代.
•租
稅

•
十

分

の一

税

が

納
• 

入

せ

ら

れ

る

過

程

を

示

す«
線

の

有

#

に
就
て

原
表
の
と
の「

生
產
階
級
の
年
投
資.と
地
主
.險

紙

の

所

得

と

を

結

ぶ

齡

薇

_
|
に 

就
て
坂
田
教
授
は
原
表.の
•
チ
タ
ザ
ク
の
支
出
過
歡
以
外
の
生
產
‘
不
生
產
兩
階 

級
断
の
’一

吏
出
過
程
と
す
る
獨
自
の^

し
い
解
釋
を
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
が

(

S

 

.者
解
說J

，四
六I

四
七
頁
參
照)

、

.

.
筆

者

は

こ

れ

は

原

表

の

デ

ク

ザ

ク

の

^-
線 

に
て
表
示
せ
ら
れ
る
地
主.
不
生
產
雨
階
級
に* '

却
せ
ら
れ
た
農
產#
■
 

S

收 

獲)

ー
琢
位
の
代
金
が
生
產
階
級
の
年
投
資
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
、
そ
の
百

。ハ
レ
せ
ン
ト
の
.維
收
權
從
っ
て
泄
主
階
級
の
贬
搭
が
再
生
產
せ
ら
れ
る
當
詼
年 

度
の
過
程
と
同
樣
の
前
年
度
の
過
程
に
.よ
り
て
生
產
階
級
の
小
乍
人
が
使
用
せ 

る
年
投
資
が
地
主
階
級
に
その
所
得
の
支
拂
を
可
能
な
ら
し
め
るこ
と

を
表
示 

し
た
も

の

と

解
釋
オ
^

の
で
.あ
る

(

T
Pg:
<I
>

§ s
c
o
n
o
m
i
q
u
e
,

 

p; 

i
i

: 

邦
譯
岩
’

彼
文
庫
本'
|

.

<貧

、
，
坂
；
田

.
譯
本
1
.
1五
頁
參
照^ - 

■
:
&

不
生
産
階
級
の
投
資
の
支
出
に
就
：て'
,

:

.ゥ
-
グ
博
士
の
修
花
表.
.

(ibid., 

p. 5
7
'

本
搞
第
五
圖)

.の
不
生
奮
階
級 

,
の
投
資
に
.よ
り
て
購
入
せ
ら
れ
る
農
產
物
一
千
リ
ー
ヴ
ル
を
地
主
階
級
が
所
得 

0 -
一
 
半
に
て
_
入
す
る
農
產
物一

千
リ
ー
ヴ
ル
の
下
の
位
置
に
描
け
ば
、
■不
生 

產
階
級
の
:a*
貧
の
安
出
に
就
て
は
範
式
と
同
じ
こ
と
、
な

る

(

本

稿

第

八
、
第 

九
圖
參
照3 。'

又
不
生
產
階
級
の
生
產
階
級
べ
の
投
資
の.支
出
が
生
產
I

に 

よ
り
直
ち
に
製
作
品
購
入
の
た
め
；
支
出
さ
る
る
と
す
る
ゥ
I
グ
博
士
の
こ
の 

表
示
は
'『

經
濟
表
の
分
析』

.'
:に「

こ
の
投
資
は
何
物
を
も
生
產
し
な
い
。
そ
れ 

は
不
生
產
階
級
^
よ
っ
て
支
出
さ
る
る
が
、
，
ま
た
元
に
戾
っ
て
く
る
だ
け
で
、 

年
々
歳
々
い
つ
も
同
じ
まX
に
止
ま
る」

'

(suvres., p, 310
:

邦
譯
岩
波 

文
.庫
本
四
八
賀
、
坂
田
譯
本
ー.三
五
頁)

.と
あ
る
.にj

致
す
る
が
、原
表
の
*チ
ク 

,

、ザ
.
^
.の
過
程
が
總
括
さ
る
るT

_
哲
學』

の
略
表
と
の
關
通
に
於
て
は
地
主 

階
級
よ
り
受
け
取
る
農
產
物
の
寶
却
代
金
を
も
っ
て
生
產
階
級
は
製
作
品
の

_ 

入
代
金
と
し
て
不
生
產
階
級.に
茭
出
す
る
と
す
る
ゥ
ー
グ
傅
士
の

「

完
成
せ
ら 

れ
た
る
原
表」

そ
の
”

(

本
稿
第
七
圖
、

第
九
圖

)

及
び
，，

「

バ
ゥ
エ
ル
の
修 

.正
表」

.や
、
.三
邊
，
么
保
田
兩
博
士
の
麵
說
表
の
；

jV

が
寧
ろ
望
ま
し
い
も
の
.と 

考
へ
ら
れ
ふ
然
し
な
が
ら-の「

ゥ
ー
グ
博
士 ：

の
修
正
表」

に
て
も
ボ
、，

「

パ 

ゥ
エ
：ル.の
修
正
！！

J,:

に
て
も
、
生
產
階
級
の.年
投
資
£
.
半
が
不
生
產
階
級
に 

支
出
せ
ぢ
れ
：る
と
.ず
る
範
式
と
は
相
違1-
-:;る
ふ
の
で
あ
る
。

.

安
堵
均
衡
，の
經
濟
表
に
就
て

五

(

一
 

f

§



'

'■....ril.

田

學

會

雜

誌
,第
五
‘十

卷

■.第
.ニ
號
■ヾ

 

.

.

.

:
，
筆
者
找
地
主
ン
不
生
產
兩̂

へ̂
そ
の
食
料
と
し
て
寶-
せ

る

^

^

物

の

代
 

金
が
生
產
階
級
の
：そ
の
，年
度
の
年
投
資
上
な
る

. %

の
と
解
し
て
：、
そ
れ
を
表
の
:
. 

上
部
の
年
投
資
の
位
置
べ
移
し
て
、'そ
の
.一
半
が
不
生
產
階
級
へ.支
出
さ
れ
る
；
.： 

も
の
と
し
て
範
式
そ.の
ま
X
の
機
構
に
：て
解
說
を
試
み
た'の
で
あ
る( 「

三
田
學
.
 

會
雜
誌」

第
三
十
八
卷
第
/\
號
五
三
肩
記
載
第
七
圖
參
照

)

。：

.

又
ゥー

グ
博
士
め
修
正
表.に
在
り
て
は
不
生
產
階
級
の
投
資
は
貨
幣
と
し
て

：

嫌
式
と
同
様
に
記
入
さ
れ.る
が
、
博
士
が
生
產
階
級
內
に
て̂

せ̂

ら

.
れ

る

農
 

產
物
ー
，m
位
と
解
す
る
生
產
階
級
の
年
投
資
は
表
示
さ
れ
て
居
な
い
こ
と
と
な 

り
、
從
つ
て
又
範
式
の
如
く
農
產
物
の
再
生
產
額
五
單
位
も
記
入
さ
水
て
居
な 

い
の
で
あ
る
？
 

.、■

■■
:

㈣

流

通

ず
‘
貨
幣
額
に
：就

て
.'
'

'
,.
:

 

:

,
■

'

,

.

.
ゥー

グ
，傅

士

は『

經
濟
表
の
分
析』

の
本
文
め
說
明
を
表
式
化
せ
る
三
邊
郸
，
.

.
 

士
の
解
說
表
や
久
保&
博
士
の
解
說
第
ニ
表
の
如
く
、
：
地
主
階
級
の
所
得
と
.不
.: 

^̂

級
の
授
資
と
の
總
勸
三
單
位.の
^
£
量
を
以
々
て
範
式
の
循
環
過
程
を 

説
明
す
る
の
.
.
で
あ
る
が
、.
.
.
.

マ
.
.
ル
.，ク
ス
■は
、.
-'
^
ネ

I
.

が

.不
生
產
階
級
の
.投
資
^

し

て「

十
億
の
貨
幣
を
金
庫
に
有
ず
る
と
い
.，ふ
事
を
說
明
の
便
宜
か
ら
假
定
す 

る」

も
こ
の
製
作
品
の
寶
却
か
ら
で
な
く
、
そ
の
金
庫
か
ら
自
ら
流
通
に
投 

.じ
た
と
こ
ろ
のT

十
億
の
貨
幣」

.は「

流
通
過
程
以
前
に
存
在
し
て
ゐ
る
元
本

. 

か
ら
流
通
過
程
に
投
じ.た
.も
.の
で
あ
る
が
1_
そ
れ
は
^
通
過
程
.に
於
て
直
ち
.に 

不
生
產
階
級
■に
逆
流
し
：て
來
る
か
ら
、
：
.こ
め
額
を
^̂

產
1

が
茧
產
階
級
に
,, 

貨
幣
で
：支
狒
つ
た
の
は
，

「

今
や
無
駄
で
あ
づ
：た
樣
で
あ
る

」

：と
し
て
、.そ
，の

解
：. 

說
に
は
貨
豐
里
を1

ー
單
位
と
す
る
：，

〈

本
稿
第
三
：圖
參
照>。
.
.「

バ
.ゥ
：エ
ル
.の
修
平 

表」

、
又
そ
れ
と
同
樣
の

：
『

經
濟
表
の
分
析』

：め
要
約
を
表
式
化
：せ
る
久
保

E

 

, 

魄
士
の
解
識
篇
三
表
に
ふ
々
て_も
、
.そ
の
1貨
幣
量
ニ
澤
嘧
に
て
龙
る
も
。の
と
す

石
が
''
ヶ
本
丨
は
一
財
所
要
の
貨
幣
量
：を
農
桊.の：純
收
益
観
卽
ち
地
主
階
級0
:

,

所
得
額
に
等
し
き
額
を
以
つ
，て
足
名:£
と
を
常
に
：主
張
し
て
ゐ
る0 ,『

經
濟
表 

の
分
析』

と
同
時
に
發
表
せ
ら
れ
た

『

重
要
考
察』

の
第
七
に
：

「

流
通
正
聲
に 

行
は
れ
商
業
が
信
用
と
充
分
め
自
由
と
を
も
つ
て
行
は
る
\
.よ
ぅ
なs

i
t

國
に 

.あ
つ
て
は
：、
地
主
の
收
入
に
等
レ
含
保
有
貨
幣
で
十
分
に
餘
り
あ
る
も
の
：ど
考

： 

へ
ら
れ
る
。

」
(CEUyrer'.p. 

3
2
5
.

)

::
.と
し
、，.：そ
：の
誅
の
中
に「

一
_
民
は
，
 

そ
の
收
X
に
膘
じ
て
の
.
.
み
背
幣
を
有
す
ベ.
.
き
.
.
で
あ
.石
。
そ
れ
.よ
.り
多
き
*

は
と 

の
國
民
に
は
不
用
で
あ
る
。

j... (
s
u
v
r
e
s
,
,

. 

p, 

3
2
8
:0
.こ
と
を
^

し̂
て
ゐ 

る
。-

從
つ
.て
馨

は

範

式

：の
解
説
に
、
そ
の
循
環
す
る
貨
幣
總
額
を
地
主
階
級 

:

の
總
所
得
額
に
等
し
：い
ニ
單
，位
、
，
略
式
に
て
は

1

一
千
リ
ー
ヴ
ル
、
範
式
に
て
は 

11

十
億
リ
-
ヴ
ル
と
し
て
、
經

濟

菱

：

(

原
表)

0に
循
環
す
る
貨
幣
額
と
矛
盾
な
.：
 

く

統一

さ
れ
得
る
も
の
と
し
た

(

コ
ー
1田
學
會
雜
誌」

第

1
1ー
十
八
卷
廣
A'
'號
：五
八 

頁
以
下
參
照)

。

.

^

.

=

.

.'
ゥ
.丨
グ
博
士
は
こ
の
範
式
の
解
寧
の
上
に.疋
つ
：て
經
濟
表.(

原
表)

.̂
-
就

て

，

'の
ォ
シ
.ヶ
ン
の
解
說
を
檢
討
し
、
，
生
產
階
級<0
.原
投
資
の
利
子
を
考
察
す
る
こ_
 

.と
に
よ
り
て
、
農
產
物
，の
年
.々：の
苒
生
產
額
を
五
單
位
、
略
式
に
：て
は.
五
千
リ
.
 

'丨
ヴ
ル
、
範
式
に
て
は.五
十
億
リ
ー
ヴ
ル
と
し
、
：
不
生
產
階
級
は
，年
投
資
，と
し 

て
の
貨
幣
：

I

單
：

3
T
;

略
式
に
て
はI:

千
リ
ー
ヴ
ル
、

：

範
式
に
て
は
十
億
リ
ー
ー
ダ
ー 

.ル
を
ま
出
し
て
、.工
業
の
製
作
品
の
原
料
と
す
る
農
產
物
を
購
入
し
、：
飢
く
て 

.一
一
千
.リ
ー
ヴル
. ：

の
製
作
品
を
製
造
し
得
、
又
生
產
階
級C
亦
、
ベ
地
主
階
級
に
納 

付

す
->
<
き
貨
幣
ニ
爾
位
、
略
式̂

て
；は
：ニ
千
リー

ヴ
ル
、
範

式

に

て

は

—十
億 

リ
-丨
ヴ
ル
を
保
有
し
得
る
こ
ど
と
す
る

(

ia*
i
d，，p. 60—

6200, 

:

.

■，
•

■
安
宛
均
衡
の
經
濟
表
に
就
.て
.
_

斯
く
し
て
、
ゥ
丨.ダ
.雕
士
は

經

濟

表(

腹
表)
.に
表
沄
さ
れ
て
ゐ
な
い
過
程 

と
し
て
先
づ
、，
生

產

，
不
.生
產
兩
階
級
の
同1

階
級
內
へ
め
吏
出
を
描
き
加
へ 

o
b
i
f

 p. 

7
3
V次
に
.不
生
產
階
級
の
投
資
.の
生
產
階
級
へ
の
支
出
過
程
次
史 

に
^
へ
て〔

完
成
せ
ら
れ
^
る
原
表i

Q
u
e
s
n
a
y
w
:

 T
a
b
l
e
a
u

かconQmi- 

q
u
e

 

= 

c
o
m
p
l
e
t
e
d

SJccordiyg to the dat

e)supplied b
v

 F
o
r
m
u
l
e

 

を
掲
載
す
る
'
@
^
.
,
^
?
5
.
:

本
槁
第
六
圖)

。

-
 

:

こ
.の
ゥ

ー

：
ダ

博

士

の

J

完
成
：せ
ら
れ
た
：る
原
表1-
-を
解
說
す
る
に
、

(a
)
行
は
：不
生
產
|

办
年
投
資
の
生
產
階
級.へ
の
支
出
せ
ら
れ
た
：
一
千
リ

ー
ヴ

■

'
ル

b

s
の

―
半
が
原
表
の
支
也
秩
序
に
ょ
り
て
生
產
階
級
內
に
支
出
せ 

ら
る
、
を
表
示
し
た
も
の
で.あ
る
が
、

こ
れ
は
一
應
は
ー

1

分
せ
ら
れ
る
も
結 

局
全
額
製
作
品
_
入
の
た
め
.に
不
生
產
階
級
に
支
出
さ
れ
る
も
の
と
な
す 

■

c
e行
べ)

。
：
'

(b
)
行
は
不
生
產
階
級
の.年
投

資(

貨
幣)

„
千
リ
ー
ヴ
ル
が
生
產
階
級
へ
農
產 

:

物
の
代
金
と
し
.て
支
也
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が.、
そ
の
一
半
、
五
百
リ
ー 

.
ヴ
ル
は
製
作
品
の
代
金
と
：し
て
直
ち
に
，不
生
產
階
級
へ
、
.又

他

の

一

半
は
生 

::
產

麗

.：へ
：
支

出

せ

ら

石

乂

も

(

纹
行
へ)

、

そ
れ
も
亦
、

不
生
產
階
級
へ
支

出
さ
れ
る
も
の
；と

す

る

(

e
行
へ)

。
：

こ
の
過
程
に
於
て
農
產
物
一
千
リ
ー 

■

ヴ
ル
は
貨
幣
と
な
り
、

そ
れ
は.更
に
不
生
產
階
級
に
て
員,
品
に
_
^
さ 

.

.

.
;
れ
生
產
階
級
に
_
入

.^
れ
て
、
.そ
.の
原
授
資
.の
利
子
.と
.七
_て
そ
の
修
復
に
.使 

•
，
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る.'
0

(c
)
行
は
湖主

：；

•不
在
產
兩
階
級
よ
り
荄
拂
は

：

れ
たW

i

物
の
代
金
で
あ
る'が
、

- ,
ゥ
ー
ダ
_
士

は

：'
こ
れ
は
生
產
亂
級
に
保
有
せ
ら
れ
、
次
年
度
の
當
初
に
、
地 

主
階
級
.へ
.納
付
さ
る
べ
く
中
央

g

行
に
記
載
さ
れ
.る
.も
の
と
す
る
。

こ
の
過 

-
.
'
.

程
に
ょ
り
_て
純
收
藤
.の
農
產
物
ー一

千
リ
.丨
ヴ
■ル
.
.
.
が
貨
幣
の
形
態
と
な•り
て
、

五
.三

〈

一
二
五
.

)

F
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d)
こ

の

ゥ

ー

グ

博

士

め「

完
成
せ
ら
れ
た
る
原
表」

に
て
は 

:
不
生
產
階
級
が
製
作
品
の
原
料
購
入
の
た
め
支
出
し
た
年
投

. 

'
資

.一千
？：X

丨

ヴ
ル
と
、
地

主

,
不
生
產
兩
階
級
の
食
料
と
し 

て
.賣
却
せ
る
農
產
物
の
代
金
ニ
干
リ
ー
ヴ
ル
と
は
、

い
づ
れ 

•-
C

,

)も
生
產
階
級
が
受
け
取
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
が
、

ゥ
ー
グ
博 

土
は
こ
：の

農

產

物

賣

却

代

金

三

千

リ

ー

ヴ

ル(

b
と

C
行) 

'の
中
い
づ
れ
を
製
作
品
購
入
の
た
め
に
不
生
產
階
級
に
支
出 

b,
)

,

.

.
し
、
又

い

づ

れ

を

地

主

階

級

に

釋

す

べ

く

保

有

す

る

か

は 

•
問

題

で

な

い

と

し(ibid., 

P..79,
〕
，

そ

のT

完
成
せ
ら
れ 

.

た
る

.原
表」

(ibid., 

p. 

7
5

..:

本

稿

第

六

圖)

に
て
は
、
.
不 

)

，生
產
階
級
へ
製
作
品
の
代
金
と
し
て
支
出
す
る
貨
幣
は
不
生 

I
 

,

產

階
谶
よ
り
製
作
品
の
原
勒
と
す
る
濃
養
#
,
の
代
金
と
し
て

:

は

馨

の

茭

出
_

に
ょ
：っ
；て
、.い
ず
れ
も
、
そ
の
：1半
は

靈

物

の

代

金
4 

し
て
'生
產
階
級
へ
：支
出
さ
れ
公
へ
行0

他

.の
_ー
半
は
製
^

不
生
產
階
級

^
に
支
出
さ
れ

^

^
行

へ

-

こ
め
過
程
に
於
て
製
作
品
ニ
于 

;

V
I
ガ

ル

社

全

額

貨

幣AJ

な

-A
更

に

そ0

一.半
、

ー
+
リ

I
ヴ
ル
.は
食
料
上 

00
:r
';
\
 

:::
:
:'
,す
る
農
產
物
と
な
り
、
他
の
ー
华
、

1

千
リ
ー
ヴ
ル
は
不 

:
\c
:

'.
f
:
;;:
，
生
塵

^

^
の
年
投
資
の

f

と
し
て
、
貨
幣

.の
形
態
に
て
：

■

'

v

-

:

:

.

:馨
せ
ら
れ
る
の.で
あ
る
：

(

f

行
へ〕

。

:

.

“

V
 

V
S行
は

不

生

產

讓

の

製

作

品

購

入

の

た

め

；に
階
級
內
に
支 

20
0
v
..:
:
:
d,.
v

出

せ

：：ら

れ

た

貨

幣

で

あ

っ

て

、

そ

れ

は

こ

.
の

靈

の

年

投
 

'

廣
< 0

囘

收

と

し

；
て

保

有

せ

.

ら

る

；
>

ー
.
千

リ

ー

ヴ

ル

で

あ

る

. 

(ibid., P. 
7
00
|
8
1
.

)

0
 

!

■'生

產

麗

：に
保
有
さ
机
得
る
の
セ
：あ
る
。V.

:
:

:;;
§

行

ば

タ

丨

：
グ

博

士

"

に
：て
ば

(

地

主

階

級

：に
：
納

付

す

べ

く

流

通

程

過

ょ

り

控

除

' 

':

さ

れ

た

る貨
幣 
一j

千

”
；
丨

グ
ル
；と
解
せ
ら
：れ

る::
:
°

」
：

■:
..

1
1

：

は

地
主

.，
生
產

^

^
ょ
り
支
狒
は
れ
た
製
作
め
代
金
で
ぁ
る
が

^
そ

れ

::
'

H

K學
雜

認

，'
:第
.苏
十
，卷

.:
-第

'ー
號
;'
.
'
> 

;
,
. 
,
 

ノ 
,
 

:: 

“ 

: 

k
 
四 

一

(

'一
-:
六
.

)

支
拂
ば
れ
た
る
も
の
で
あ
づ
て
.、
地
主
階
級
へ
納
付
す
ベ
く
保
有
す
る
貨
幣
は 

地
主
階
級
よ
り
農
產
物
の
代
金
と
し
て
受
領
す
る
も
の
と
す
る
が
、：
同
書
七
四 

頁
に
記
載
さ
れ
る
表
式(

本
稿
第
七
圖)

に
て
は
、
不
生
產
階
級
へ
亥
出
す
る 

貨
幣
は
地
主
踏
級
へ
寶
却
：せ
る
.I

物
の
代
金
で
あ

り

、又
不
生
產
階
級
.の
.
投 

資
の
生
產
階
級
へ
支
出
せ
ら
れ
た
貨
幣
は
、
次
に
地
主
階
級
へ
納
付
ぜ
ら
れ
る 

. 
一
■

と
し
て

生
罾
階
級
へ
保
有
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

然
し
な
が
ら
、
ゥ
ー
グ
博
士
、の

「

修
正
：せ
ら
れ
た
る
範
式j. (ibid., P. 57: 

本
稿
第
五
圖)

：
と
の
關
連
に
於
て
は「

完
成
せ
ら
れ
た
る
原
表」

(

本
搞
第
六 

陬)

.
'が
適
當
で
あ
り
、
又
原
表
を
總
括
せ
る『

農
業
粗
學』

の
略
表
に
は
同
書 

匕
因
頁
の
表
式(

本
稿
第
七
圖)

の
方
が
關
連
が
M
ら
か
で
あ
る
。

ヶ
ネ
ー
が
原
表
に
表
示
せ
ざ
る
も
の
と
す
る
生
產
.不
生
產
兩
階
級
內
の
：支 

出
⑷
^
を
除
き
、
更
に
原
表
に
て
は
不
生
產
階
級
に
保
有
せ
^
-る
\
と
す
る
そ 

の
年
投
資
の
支
出
過̂

:を
除
け
ば
r
こ
の
：「

完
成
せ
ら
れ
た
る
原
表

」
：

は|

ヶ 

ネ
.一
の
原
表
に
還
元
し
得>
9も
.
.
の
で
.あ
る
と
す
る
。
.
.
.
.
.
.
:
.
.

:更
に
、：
亥
出
の
細
分
過
程
を
綜
括
し
、
.再
生
產
さ
る
V
.純
收
獲
を
除
け
ば
、
.：
 

そ
れ
は
ゥ
ー
グ
博
士
の.：「

修
正
せ
ら
れ
た
る
範
式

」
.(ibid., 

p'

-3
:
本
稿
第 

五
'圖)

'に
.
/ー
敌
す
る
も
0;
で
.あ
る
0
:

.

斯

&
て
ゥ
ー
グ
博
士
は
^

^

に
表
示
せ
ら
る
ゝ
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ 

.り
て
原
表
は
完
成
し
、
:
ヶ

ネ

丨

の

讓

は

悉

く

表

現

1.
得

、
'然
も

亦

、
.經
濟
表
：
 

.(

原
表)

と

『

經

濟

表

の

分

析』
V

の
範
式
と
の
關
連
が
明
瞭
と
：な
る
も
の
と
す 

る

。
.
：
.
.
,.
. 

- 

- 

- 

 ̂

V 

.'■
'':.

S
 

.

.

.

.;'
■

ゥT

グ
傅
士
の
と
の
結
論
は
ヶ
ネ
ー
の
.經
濟
表
へ
ま
表)

と
_
豸
そ
の
も
.の

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

安
定
均
衡
の
鍅
濟
表
に
就
で.

- 

: 

V 

•

に
就
て
な
さ
れ
た
の
で
な
く
し 

て
、
博

士

の

.「

完
成
せ
ら
れ
た 

る
原
表」
と

r

修

E
せ
ら
れ
た 

る
範
式」

.に
就
て
論
ぜ
ら
れ
た 

も
の

.で

.あ
る

か

ら

、
先
.つ
こ
の 

.ニ
つ
の
表
式
の
檢
討
を
試
み
る 

こ

と

、
す

る0.

.
ゥ

ー
グ
博
士
のT

完
成
せ
ら 

れ
た
る
原
表」

(

本

稿

第

六

圖 

'及
び
第
七
圖)

の
支
出
の
細
分 

過
程
を
綜
括
し
、

さ
ら
に
そ
れ 

を
範
式
と
比
較
す
る
た
め
に
階 

級
內
の
支
出
を
除
去
し
同
じ
秩 

序

に
配
置

ず

れ

ば

、
本

稿

の

第 

六
圖
は
第
八
圖
と
な
り
、

そ
れ 

は

ゥ

ー

グ

博

士

の

.

「

修
正
せ
ら 

れ
た
る
範
式i

第
五
圖
と
な
る 

.の

.で
あ

.る
。

ま
た
第
，

V
®

は
第 

九
圖
と
な
り
て
、
再
生
產
せ
ら 

れ

る

純

收

獲

を

除

，け
ば

、
'『

經 

濟
表
の
分
析』

の
本
文
に
ょ
り 

て

描

く

三

邊

.*
久

保

田

兩

博

士

.

. 

の

解

說

表

に

近

い

も

：の

、と

な 

.る
。
.：.パ
'
.
:

:

一
'

V
 

一

五

五

(

一
 

ニ 
七)



.
三

由

學

會

雜

認

■'
-
.第

五

十

卷

：

第

1:1

號

；

'■
五
.

六
.

.
(
1

 

二

八)

'-

.：

'，
い

ン
:.
-
.
.
'
.

.
'
:
■'
:

-
一
 

.
，
.
.

•

.

.

:

.

チ

の

解

說@
s

.

'
 

p
.

 

4
8
,

 

p
.

 

4
9

 

: 

.

.■本

稿

第

一

圖

、
一

.

第
一
一
圓

)

.
の

如

く

、 

生

產

階

級

の

年

投

資

も

貨

幣

と

な

り

、

そ

れ

が

地

主

階

級

へ

^

^

せ

ら

れ

て

そ 

:
:
.の
§

ど
.
な
る
も
.
の
と
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
：る
。

:'
.

_

' 
,

ゥ

ー

グ

博

士

は

生

產

階

級

の

.年
投
資
は
、
そ
の
階
級
內
で
證
す
る
農
產
物 

で
あ
る
と
解
す
る
'办
、
.
'そ
4
は
ご
の
一I

つ
の
解
說
表
ハ§

f *
p

'

5

^p
.

さ
” 

，
本
稿
第
五
圖
ご
第
六
圖

)

.

f

c
比
表
示
さ
れ
て
：ゐ
な
い
の'で
あ
る
が
、

V

範
式
とQ

 

.

差
異
を
明
か
に
す
る
意
味
ば
於
て
、

V

そ
のU

表
式
を
總
括
し
、
修

芷

言

本

稿 

第
八
圖
"
第
九
圖
に
は
末
端
に
農
產
物
再
生
產
總
額
と
共
に
年
投
資
と
し
て
別 

に
書
き
加
：へ
て
置
く
こ
と-

o

た
の
で
あ
る
。

;

V
.
-
.
. 

V

.

.

■

ハ
：
；
ゥ

ー

グ

博

士

の

解

說

表

式

の

中

央

に

表

示

：せ

ら

る

X

額

は

生

讓

級

が

盡 

ノ
物
の.
賣
却
代
金
め
中
か
ら
次
に
地
主
階
級
に
f

す

べ

く

醫
t

り
控
除
せ
る 

:

•

貨
幣
額
と
解.
せ
ら
れ
、
そ
の
算
額
が
、
年
初
に
地
主
階
級
：に
納
付
せ
ら
る
、 

」

：：過
@ :

と
.

し
て
表
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
ヶ
ネ
ー
は
經
濟
表

(

原
表)

 

に
生
產
階
級
の
：
年
投
資
と
地
主
階
級
の
所
得
と
を
點
線
：に
：で
.結
び
そ
の
間
に 

'.I

そ
の
生
む
純
收
益J

>

1

し
、
殳
表
の
中
の1

間
の
亥
砠
過
程
に
於
て. 

」

，農
產
物
の
賣
却
代
金
と
し
て
生
產
階
級
が
受
領
す
る
貨
幣
は
い
づ
れ
も
、
年
投 

:

資
と
な
り
て
、
そ
の
十
割
の.「

株
び
生
む
純
收
獲

」

'
を
表
の
中
先
に
記
載
し
て 

居
る
の
で
あ
る0

第
二
版
の
.『

經
濟
表
の
說
明』

.

は「

小
作
人
に
■よ
つ
て
耕
作 

に
使
用
さ
れ
だ
：年
投
資
：六
百
リ
ー
ヴ
ル
を
以
つ
て
農
夫
が
前
年
度
に
生
ぜ
し
め 

た
所
の
純
收
獲
の
賣
却
は
所
得
六
百
リ
|

ヴ
，ル
の
亥
拂：

を
地
主
に
與
へ
る(

本 

稿
の
場
合
こ
の

數
字
ば
ニ

千
リ

ー

ヴ

ル)
」

•
'七
.i

..:

岩
被
文
庫『

誔
濟

,範
式
の
如
く
表
示
さ
れ.て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
ゥ
ー
グ
博
士.の
：「

完

成
せ

ら

れ:.

(

た
る
原
表」

に
又
：

f

修
正
せ
ら
れ
た
る
範
式

」

.に
、
ヶ
ネ
.
1
:
の
原
表
.や
範

式

め

、

生
產
階
級
の
.年
授
資
の
位
置
に
記
入
さ
れ
て
あ
る
等
し
い
額
：の
數
字
は

1:

見
、':
-:

そ
の
年
投
資
の
如
く
誤
ら
れ
易
い
が
、
そ
の
解
說
に

.
よ

れ

ば

そ

れ

；は

地

至

階

級

.

に
納
付
せ
ら
れ
る
货
幣
で
あ
マ
て
、
，そ
の
年
投
資
で
な
い
こ
と
：を
注
意
：せ
ね
ば

':

表』

->
'

八
頁)

.
'と
し
文
.
.

「

所
得
の
.
中
、ぐ
經
濟
表
の
秩
序
に
於
て
生
產
的
支
出
に 

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
生
產
階
級
め
年
投
資
と
す
れ
杖
ビ
リ
モ
ヴ

.

ィ
：ッ

移

つ

て

行
.
つ
た
'

三

百

リ

ー

ブ

ル

は

其

處

へ

奶

於

で

^

^

を

嚮

ら

し

、

そ

れ

が

地

:第' '...九■.圖 

ウ一グ他士.の「完成せら.れ■た.:る原,表」

2 0 0 0 合 計 2 0 0 0  合 計 200ft

合 計 5 0 0 0

せ
ら
る
.

\

こ
と
\
な
る̂

經
濟
表
.(

原
表)

.

に
在
り
て
も
、
又
そ
の
生
產
.
不 

生
產
兩
階
級
間
の
筹
比
級
數
的
に
細
分
せ
ら
る
i

支
出
過
程
を
括
約
せ
る
'

『

農 

翁
哲
學』

の
略
表
に
よ
つ
て
も
明
か
に
示
め
さ
れ
て
ゐ
る
。

.
：

生
產
階
級
の
年
投
資
に
就
て
の
說
明
は
ヶ
ネ

ー

の
經
濟
表
第
二
版
の

『

■
員 

:

表
0

說
明』

.

.は
明
か
に『

經
濟
表
の
分
析』

よ
り
も
よ
り
滿
足
す
べ
き
も
の
で
. 

.
あ
る
.
が
、
：經
濟
表(

原
表〕

の
機
構
に
於
て
ば
、
.

そ
.

の
；年
投
資
は
俞
述
の
如
く 

支
出
過
程
办
中
に
紛
れ
て
見
失
び
考
办
で
あ
る
。

'

'
.
.
、

'

や
範
式
に
到
っ
て
、.初
め
て
.投
資
は
い
づ
れ
も
上
部
の
投
資
の
位
置
に

抽
出
せ
ら
れP
V

7Y

そ
の
.位
置
よ
り
支
出
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
た
の
で

あ
る
。

• 

. 

- 

, 

. 

•

-

■ 

.

五

七

，

(

一
ニ
九)

.

へ■

主
の
所
得
の
再
生
產
の
一..部
を
成
す
所
の
純
收
獲
三
百
リ
I

ヴ
：
ル
：
を

再

生

產

す 

る
。
而
し
て
所
得
總
額
は.此
の
同
じ
階
^
^
歸
來
す
る
、金
額
の
分
配
の
殘
餘
に 

よ
っ
て
年
々
再
生
產
さ
れ
る
。

(

本
稿
の
場
合
よ
の
數
字
は
一
' 

千
'”

！
ヴ
ル)

| _ 

(
i
b
i
d

こp
.

 

i
i

 

”

岩
波
文
库
3

濟
表』

1

1

0

貢)

と
し
、

#

 

く
て
生
產
階
級 

の
年「

汾
哿
六
百
リ-

ヴ

ル

：
は

此

：
の
：階

級

が

地

主

と

不

生

裔

醫

：
と

に

對

し

'
で 

.

行
ふ
寶
却
に
よ
っ
て
賢
幣
を
以
て
此
の
，階
級
に
：齎
ら
さ
れ
る
。

(

本
稿
の
，場. 

合
こ
の
數
字
は
ニ
千
リ

ー

ヴ̂

)」

香

户

，p
:*
';
'

i

y

:

 

5

石
波
文
庫.『

經
濟
表』

.

I
i

一.
頁)

.
こ
と
を
明
か
，に
し
て
ゐ
る
。.
更
に
叉
自
國
產
食
料
品
め
消
費
の
增
加 

に
よ
つ
て
よ
り
多
く
の
貨
幣
が
生
產
的
に
支
.出
さ
れ
る
な
ら
ば
、

-
■

生
產
階
級
の
，
 

年
投
資
の
增
額
と
な
り
て
ノ
そ
の
純
收
獲
は
增
大
し
：
從
つ
て
地
主
階
級
の 

所
得
增
加
と
な
る
こ
と.を
說
い
て
ゐ
る
が： (

i
b

i
d

.
,

/
p

.

波
文
庫『

經
濟 

表』
1

九
肓〕

そ
れ
は
更
に『

經
濟
表
0 .

分
析』

に
於
て
.'
.

「

若
し
も
地
主
が
そ
，
 

の
土
地
を
改
良
し
、
毛
の
收
入
を
增
加
せ
ん
が
爲
に
、
不
生
產
階
級
へ
よ
り
も
，
 

生
產
階
級
へ
、'
よ
り
多
ぐ
の
茭
出
を
な
す
と
ず
れ
ば
、、

'
 

こ
の
生
產
階
級
の
仕
事•
 

に
使
用
さ
るX
支
出
の
增
加
は£

の
階
級
の
，投
資
の
墙
加
と
着
做
す
べ
き
で
あ 

る
0」

(
G

E
U

V
r

e
s

;
,
か
。

3
1

6
'

:

岩
波
文
庫
：

『

經
濟
表』

五
五
8

と

し

、
.
.
又 

，そ

の『

重
要
考
察』

の
第
四
の
中
に
各
階
級
の

「

安
出
が
生
產
階
級
：に
囘
.歸
す 

■:
る
か
或
い
は
こ
の
階
級
か
ら
逃
避
す
る
か
：に
從
っ
て
安
出
が
生
產
階
級
の
投
資 

を
增
加
せ
し
め
る
か
、
減
少
ぜ
し
め
る
か
に
從
っ
て

」

P

.
C O
2

0
:

•

岩
彼
文
庫T

經
濟
表』

'

六
.

三
頁)

一_
^

^

の
良
否
め̂

- ^
:

を

知

る

こ

，
と
が

^ ;
: 

:

來
る
も
の
と
論
じ
て.ゐ
る
。

:.

こ
れ
等
の
處
論
よ
り
し
て
、
''

ケ
ネ
.丨
は
他
の
階
級
に
食
料
と
し
て
寶
却
す
る 

農
i

の
代
金
が
生
產
階
級.の
年
投
資.
と
な
り
、
：
そ
の
十
割
の
純
收
獲
を
再
生
：

產
す
る
ど
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
又
そ
の
半
•
額
が
製
作
品
購
入
の
'た
め
に
支
出

■- 

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

.

，
安
定
均
衡
.の
經
濟
表
に
就
.て

：
. 

•



,'
ー

爾

厚

會

雑

誌
.，
：
第

五

：
十

卷
:-
第
ー.
1號
：
.
八
 

.

.
五

'

H

經

濟

表

：

(

原
表)

「

の
：不f

全

さ

^

就

で
:

,:-
‘
 

•

•-
:.

>
ネ

1
の
原
表
が
三
っ
の
_
^
^
#
間
の
相
互
茭
出
の
全
過
程
を
表
示
し
て 

ゐ
な
い
こ
と
は
ゥ
ー
グ
傅
土
が
指
摘
せ
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
.':
.
':
.

.ヶ
ネ
’
は
第
一
一
版
の『
經
濟
表
の
說
明』

r -「

支
出
の
秩
序
を
餘
り
に
複
雜
；
 

な
ら
し
め
な
い
た
め
に
、

」
生
產
階
級
：の
投
資
の
利
子
を
別
個
に
：考
察
1;
て
農 

產
物
再
生
產
額
を
そ
の
年
投
資
の

1
一.百
。ハ.
I
.
セ
.ン
小
■の
千 
一..f.
リ
，丨
ヴ
ル
と
す 

る

が

(ibid.,p. iii.:

岩

波

文

庫『
貍
濟
表』

'ニ
ー
頁
參
照
>、
こ
の
場
合
、' 

.四
千
リ
-

—

ヴ
ル
：で
あ
り
，
：從
っ
て
不
生
產
階
級
は
製
作
品
一

1

千
リ
1
ヴ
ル
を
賣
 ゝ

却
す
る
も
、
農
產
物
を_
入
す
る
は
食
料
と
す
る
一
千
リ
ー
ヴ
ル
に
止
め
、
殘
.
.
 

.り
の
貨
幣
一
千
リ
ー
ヴ
ル.は
そ
',
.
の
年
投
資
の
囘
收
，と
し.て
保

有

す

る

.も

の

と

す
 

る
。

こ
れ
は
原
表
が
生
產
階
級
の
農
産
物
の
賣
却
に
ょ
る
年
投
，資
の
囘
收
、
そ 

れ
に
ょ
り
て
再
生
産
さ
れ
る
純
收
獲

——

從
っ
て
地
主
避
級.の
所
得
の
再
生
産
.
 

令
中
央
に
葡
叽
に
表
示
す
る
を
、主
眼
と
せ
る
が
た
.め
で
あ
っ
て
、
原
表
は
原
表 

と
し
て
の
價
値
が.あ
る
が
、
社
#-
三
階
級
間
の
支
出
の
全
過
程
を
、
從
つ
て
又 

貨
幣
の
完
全
な
y
循
環
過
程
を
表
式
す
る
範
式
こ
そ
、

の
完
成
と
看
做 

す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
數
字
の
細
分
の
た

め

に
廣
1:
\紙
面
を
耍
す
'る
原
表
の
機
構 

は
繁
雜
で
あ
り
、.又
全
國
的
數
字
を
そ
：の
ま

w

使
用
す
る
こ
と
は
技®

に̂

不

‘
 

可
能
で
あ
る
。
：從

っ

て

『

議

哲

學』

に

は

-1
省
略
せ
る
原
表」

' 

1

4
 

216, p. 
p

; p. :226.>.

や
、

多
く
の
デ
，ク
ザ
ク
の
支
出
過
程
を
.
.

「

總
括
せ 

る
略
表」

(
i
M
P

 

P. 44, P. 

ne
,

 

P
.
.

1

4

Sが
使
用
せ
ら
れ
た
が
，

『

經
濟 

表
の
分
析』

や

『

農
業
哲
學
綱
要』

で

「

範
式」

の
形
式
が
完
成
せ
る
後
は、

.

 

最
早
原
表
も
略
表
も
使
用
せ
ら
れ
ず
し
て
、

ケ
ネ
！
は
範
式
の
表
式
に
.よ
つ
て

, 

艽

八

(

1
三
〇
>

『

.

(

第T
)

經
斷
問
題』

や

『

豸 
一
一®
濟
問
題』

を
解
い
て
ゐ
る
の.で
あ
る
。

：

.
パ
こ
の
原
表
の
不
完
全
さ
を
補
ふ
：た
め.に
、
：.ゥ-

a

博
士
は
：r

完
成
せ
る
原 

:表」

.を
作
成
し
て
、
表
の
上
亂.に
揭

げ

ら

れ

た

生

產

;*
'
'
:
不

生

產

兩

階

級

の

年

投
 

資
，の
：中
で
、
不
生
產
階
級
の
年
役
資
の
支
出
の
み
範
式
に
於
け
る
如
く
、
農
産 

物
購
入
の
た
め
に
生
產
階
級
に
支
出
す
る
と
表
示
す
る
。
I

の
上
部
に
掲
げ 

ら
れ
た
南
階
級
の
年
投
資
は
い
づ
れ.も
前
年
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
生

產

階

級

. 

の
本
年
度
の
年
投
資
は

「

こ
の
階
級
が
地
主
と
不
生
產
階
級
と
に
對
し
て
行
ふ 

#
却
に
ょ
つ
て
貨
幣
を
以
て
此
の
階
級
に'嚮
ら
さ
れ
る」

(
i
b
i
d
.
i
.
i
v
:

耑

.
 

.波
文
庫
.

『

經
濟
表』

1
H

頁)

も
の
で
あ
っ
；

H
、

そ
，の
一
半
は
製
作
品
購
入
の 

た
め
に
不
生
產
階
級
に.吏
出
さ
る
、
.の
で
あ
る
。
原
表
に
在
り
て
は
こ
の
過
程 

は
三
階
級
間
の
茭
出
過
程
の
中
に
あ
る
が
範
式
や
略
式
に
て
は
表
め
上
に
掲
げ 

ら
れ
た
年
投
資
.の
.支
出
と
し
て
表
示
さ
れ
る。

-

.

不
生
產
避
級
.の
本
年
度
の
年
投
資
も
生
產
階
級
に
對
し
て
行
ふ
賣
却
に
ょ
っ 

て
貨
幣
を
以
つ
て.こ
の
.階
級
に
齎
ら
さ
る
、
が
、
原
表
の
表
式
す
る
範
圍
に
於 

て
は
年
投
資
と
し
て
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

(ibid., p. iii: 

岩
波
文
庫
'『

經
濟
表』

1
0
頁)

。
へ
不
生
產
階
級
の
年
投
資
が
原
料
購
入
の
た
，
 

め
、
支
出
さ
る
X
の
は
こ
の
溜
保
せ
ら
れ
た
貨
幣
が
支
出
さ
る
、
の
で
あ
る
。

V

「

バ
ゥ
エ
ル
.の
修
正
表
1-
は
こ
の
支
出
を
支
出
の
第
三
過
程
の
ニ

 

(

S

と 

し
て
表
示
す
る
が
、
斯
く
て
、
不
生
產
階
級
は
製
作
品
賫
却
代
金
の
總
額
を
生

.
 

產
階
級
に
安
出
す
る
こ
と
、
な
り
、
略
式
や
範
式
に
至
つ
て
こ
の
過
程
が
表
の 

上
部
の
投
廣
の
支
出
と
し
て
明
示
さ
れ
る
こ
と
\
な
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
筆
者
は
不
生
產
階
級
は
製
作
品
の
費
却
代
金
の
全
額
を
生
產
階
級
， 

に
支
出
す
る
も
.の
と
し
て「

補
足
せ
ら
れ
た
：る
原
表

」
( 「

三
田
學
會
雜
誌」

第
三 

十
八
卷
第
三
.
•
四
合
併
號
 
一
一
二
頁
第
二
®
、Iw
j
m
第
八
號
三
三
頁
第
四
圖

)

-

を
描
い
た
の
で
あ
る
。
更
ら
に
こ
の
表
の
細
分
.の
支
出
過
程
を
総
括
す
る
こ
と 

に
ょ
り
て
得
た「

補
足
せ
ら
れ
た
略
表

」

.

( 「

三
田
學
會
雜
誌」

第
三
；K
A卷
第
八 

號
.第
五
圖)

は

「

バ
ウ
エ
ル
の
修

3E
表
!—
Q
o§
O
B
i
c

 Journal, v
o
l
.
V
,

.
 

p
.

1

5
と

『

經
濟
表
の
分
析』

.の
要
約
を
表
式
他
せ
.る
久
保
田
博
士
の
第
三 

表
ハ『

重
農
學
派
經
濟
學』

六六
：-

六
七
寅)

と

全
く
同
一
の̂

の
で
あ
り
、 

そ
の
表
示
す
る
內
容
は
範
式.の
流
通
と
.一
致

す

る

も

：
の

で

：
あ

る

。

..
ベ 

::「

襲

表

の

分

析

：！
 

0
耍

約

に「

右
上
に
.は
本
年
度
の
收
獲
を
生
ぜ
し
む
る 

爲
に
前
年
度
に
支
出
さ
れ
た
生
產
階
鈒
，の
年
投
資
ぬ
額
が
あ
る
：。

：

こ
の
額
の
下 

に
、

こ
の
年
投
資
の
類
を
ヒ
の
階
級
が
受
け
と
る
額
の
欄
か
ら
區
分
す
る
線
が
一 

あ
る
。

」
(
s
u
v
r
e
s
.
,

於

3
1
5
1

邦
譯
.岩
波
：文
庫
本
五
四
貢
、..'
.
-全集
ー
1卷
：1
1
:

: 

四

—*
頁
、_
坂
田
譯
本 
一
rm
l
 
一
—*
頁)

：
と
^
式
の
I

を

す

る

が

、

そ

の
.^
^

^

の 

.支
出
に
就
て
は
：そ
の
本
交
に
就
て
も
論
及
す
る
'>
-

」

と
が
な
く
、
：生
產
階
級
は
地 

主

.不
生
產
I

級
ょ
り
受
け
取
各
農
產
物

I
®

代
金
三
十
億
L
V
Jの
場
合
： 

三
千
リ
ー
ヴ
ル
の
內
ー
千
リ
ー
ヴ
ル
は
不
生
！
^
級
.へ
製
作
品
_
入
の
た
め
の
.
.
 

安

拂

に

用

，
ひ

る

：

(suvres., p
,
s
n

..、

邦

譯

岩

：

波
.文
庫

本

四A；
頁

、

ヶ

ネ1 

全
.集

ニ

卷

三

：
一

:.
.
'一，
頁、
' 坂
田
譁
一
ー
ー
ー
六
寊
ヅ
と
す
石
が
、
鹼
式
に
«

り
て
は
他 

の
階
級
か
ら
受
け
取
る
寶
却
代
金
の
内
か
，ら
直
接
支
出
せ
ち
る

i
と
せ
ず
上
部 

の
.年
投
資
か
ら
支
出
さ
る.
X
.
も
の
と
表
示
す
る0
.;;
'
.
.
:
:

 

:

.<
:而
し
て
ヶ
ネ
ー
ば
旣
に
第

一

一
版
め
，『

經
濟
表
の
説
明』

に
は
生
產
階
級
は
地.
 

^
•.
不

生

產

躍

級

に

そ

の
:食
料
と
し
て
寶
却
せ
る
農
產
物
：の
代
金
を
本
年
度 

の
.年
投
資
.と
し
、
；
そ
の
一
半
と
の
場
合
一
千
リ
ー
ヴ.ル：を
製
作
品
購
入
の
た
め 

に

不

生

議

級

に

支

学

る
-と
を
述
べ
て
ゐ
る(i

l
v
p

*'.,:^p..ivv
:

邦 

譯
岩
波
文
庫
本 
一
ー0
寊
、

一

1.1:

貢

、
坂

田

譁

本

一

一

，
六

丄

一

七

頁

、
.一

」

八
K
參
照)

。

.從
つ
て
筆
港
は
生
產
階
級
が
受
け
取
る
寶
却
代
金

.
を
範
式.
の

年

投

資

：の

位

置

：へ

.

安

定

均

衡

の

經

濟

表

に

就

て'

.

'
.

.

.

.

引
き
上
げ
た
後
に
於
て̂

の
年
投
資P

.

一
 
部
、が
不
生
產
階
級
へ
支
出
せ
ら
るX 

と
解
釋
し
.た
.の
で

ぁ

る( 「

三
由
學
會
雜
誌」

第

1ー
ー
十
八
卷
第
ス
號
五
ー
ー
ー
頁
第

^

1

0 

.

. 

. 

 ̂

■•

.
ゥ
ー
グ
博
士
は
こ
の
生
產
階
級
の
年
投
資
を
そ
の
階
級
が
消
費
す
る
農
產
物 

.•:
と

し

：
て

、
：

'從
っ
X
.そ
.の
支
出
に
就
て
は
解
説
せ
ら.る
k
こ
.と
が

な

く

、

.
只

不

生
 

.

產
階
級
の
投
«
の
爱
出
の
み
に
就
て
考
察
す
名.の
で
あ
る
:°
_

レ.

:

經

濟

表(

原
表)

に
於
て
は
不
生
產
锴
級
の
年
授
資
は
製
作
品
の
賣
却
に
よ 

り

，
て

囘

收
.さ
れ
:̂
%'
、
そ
れ
は
原
料
_
入
.の
允
め
に
保
有
さ
る
、
と

す

る

が 
(
i
b
i
f

 p. iii:.

邦
譯
岩
波
文
庫
本
u

o頁
、
.坂
田
譯
一1

七
：直)

、
範
式
に
て 

.は
不
生
產
階
級
め
授
資
の
額
は
+

億
で
ぁ
っ
て
、
.そ
れ
は原
料
の
購
入
の
た
め 

:

に
生
產
濃
に
支
出
令
れ
る
：
.

(

-'auv
r
e
s
.
,

 

p
r 

310
.
:

邦
舞
岩
波
文
庫
本
四
七 

:

頁
r
:全
_

ー一
 
卷
ニ
：三
'五
哀
、
.坂
田
#
1
.三
四
頁
>
¥
^

:

/
ゥー

ダ
傅
士
は
貨
幣
循
環.の
開
始
よ
.り
、
'.
'地
主
階
級
の
所
得
額
の
外
.に
一
單 

.
位
の
貨
幣
範
式
の
場
合
十
億
、
ゥ
ー
グ
博
士
の
解
說
表
に
.て
は
一
千
リ
ー
ヴ

ル 

:

を
假
定
し
て
.ゐ
る

.

(

本
稿
第
'四
圖
參
照)

.が
、
筆
者
は
製
作
品
の
寶
却
代
金
の 

:

1
:半
が
投
資
と
4
て
1

さ̂
れ
：、
ぃ.そ
れ
.が
投
資
と
し
て
範
式
の_

0
位
置
に 

.引
き
上
げ
て
生
產
階
級
に
支
出
せ
：ら
る\
と
解
說
し
た
の
，で
あ
る

(「

三
田
學
會 

、
：
雜
艱
*-
_

—*
十

'>
\
.卷
第
<
號

!5
1ー
：
頁

第

七

圖

)

。
：、

:

.

.
3

經

濟

表'(

1
>

:

と

範

式.
の
：
關

連

に
.
就

て
.

.

ゥ

I
グ
博
士
は
不
生
產^
級

.の
段
資
の
生
•產
階
級
へ
の
支
出
過
程
を
補
足
す 

，る
こ
と
に
よ
っ
て
經
濟
表8

8
を
完
成
し
て
、
そ
の
範
式

——

ゥ
.丨
グ
博 

士
.が
修
茈
.せ
ら
る
1
:範
^

—

へ
の
^

1を
求
め
て
：ゐ
る
。,

.
ぐ

.

;:
-
.然
し
、#
れ
は
、:.
.本
稿
笫
<
圖
、
：
第
九
圖
に
亲
す
如
く
ヶ
ネ

—

の
範
式
そ
の 

の
べ
の
關
逋
re
は
な
い
の
で
：

あ
る
。'

へ

.
'■■
、
.

:

. 

:

'

.
:
.
.■五
.九
'' 

-(I'

三
.一:>

.

.

■

 

•
.



.第

.

r r 
號

.

:

-.
:

■

•

■

_

'

'■
從

來

1
缺

に

藝

表

は

原

敦

と

,

表

(

本

槁

め

範

试

>
:
;ど

の

.
ニ
 

:
"と

.せ

ら

れ

、
；
；而

|

兩

者

は

：ぞ

.0

記

入

す

る

數

宗

扣

ら

,4
、

そ

ゆ

點

線

.
£
.て

：荥

め

 

さ

る

X
.機

構

か

ら

K

別

個

ぬ

：も

：の

と

考

へ

ら

れ

、

山

0

茁

太

郞

說

授

は

--
1
垒

體

：
 

の

上

か

ら

此

の

附

渚

を

矛

盾

な

く

^

^

式

に

於

て

も

V

內

容

に

於

て

も

、

果

又

 

:

數

宇

の

法

に

：於

て

為
1

す

る

と

^

は

：不

对

姻

で

あ

る

。」
(
F

大

阪

商

科

大

.擧

經

 

濟

碗

究

银

報

』

第

四

：號

：一

.
M

頁

>

 

:
:
と

：せ

ら

れ

た

の

：で

あ

名

が

、「

:

得
一
一
千
リ
|
ガ
ル
を
某
本
と
す
る
經
濟
表
の
原
表
：と
略
表
と
を
.
|濃
業
哲
&

:

に
、
■•：
'
.又
原
表
と
^K

,
(『

經

濟

表

の

霧』

：
の
^
式
と
.
一
つ
機
篏
の
毛
の

)

と 

を

.

『

農

業

霞

綱

要
I

t撖
入
、
.：記

載

し

て

居

る

難

ょ

ヴ

し

：
て

も

、

^:
不

バ

ゃ
 

ミ
.ラ
：'ボ
：丨
侯
に
在
々V.

は
い
づ
.
‘
れ
の
表
式
^

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

•

,

-■
■
■'.
;
•
故
に
.筆
者
は
、
、
前
年
、
#
蘭
西
：の

農

業

再

囊
.の
經
濟
的
塞
本
秩
序
を
表
式 

す
る
經
濟
表
諸
表
間.の
數
字
の
根
據
を
明
か
：に
し
、
そ
が
關
係
％
求
め
\
<

「

三
田
：
 

學
會
雜
誌」

第
三
十
八
卷
第
1ー
齓
>、
次

：
い

で

經

濟

表

0
原

表

あ

ち

『

^

|

^

®

』 

記
載
の「

省
略
せ
：ら
九
た
原
表

〕

と
.
.—!
總
括
せ
ら
れ
：た
略
表'1
-
.

(
：
？
2:
1
0
3
0
1
>

ぼ
0 

r
u
ral

。
，

？

粟

：で.：1
1
s

ベ
ブ
更
匕
そ
れ
を
'-
,
 

「

置

せ

ら

れ

た

略

表
1
に
導
き
、『

經
濟
表
の
分
析』

の
範
式
へ
と
到
達
：せ
'る 

過
程
を
探
つ

た

の
.-.
で
あ
.る
，(「

三
田
學
會
雜
誌」

.第
三
十
：八.卷
第
：八
號)

。
_坂
田

•
.
- 

六

〇
：

.a

 
三

-5

敎
授
は
.こ
；淑
^

稿̂i

就

^
--
.
そ

れ

ぞ

れ

办

段

階

を

必

ず

レ

も

發

展

の

粢

に

お
 

い
て
は
把
へ
え
ず
、
そ

令

れ.の
表

式

を

同

時

存

在

的

に

眺

め

て

、

-'
.
そ

れ

ら

に
 

檢
討
の
手
を
加
へ
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
こ
こ
で
の
®
說
渚
の
方
針
とあ
き

ら

か

に 

、
相
違
す
る
點
が
あ
る
。,-
-(

‘不
丨
輕
濟
表』

'八
六
頁x

と
批
判
せ
ら
る
、
が
筆 

::

:'
:者
^
1,
:
'て
は
み
數
字
^
灣

と

ー

の

兩
'3
1

ょ
&

濟
表
を
發
展
的
に
考
察

」
(

3

 

;田
：
學

會

雜

誌

」

.第
1
1
¥八
卷
第
/\
雜

4

~-
*
-
.
頁〕

--
:
せ
.ん
と
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、

へ:.
.
.
'
地
至
^
1戶
平
均
の
所
得
四
首
リ
ー
ヴ
ル
を
基
本
と
す
る
初
版
の
經
濟
表
の
數 

'，字
.の
論
據
を
'『

藤

』

論
に
算
定
ず
る
觀
西
の
農
業
再
建
狀
態
.に
結
び
つ
げ 

■
る
：と
^
に
：ょ
り
て
經
濟
表
の
生
成.<
©
過

繁

、
宽

に

各

經

濟

表..
0
原
表
か
ら
範 

式
へ
の
前
提
の
推
移
と
、
原
表
が
ら
範
式.へ
の

機

構

の

變

化

を

ヶ

.
ネ

ー

の

構

想
 

■:
.
:の
推
移
：亦
.ら
ち

顏

を
^
み
た
も
の
で
、
：
最
勒
の
論
稿
を
こ
め
意
圖
に
ょ
り
て 

.

.
,

「

經

濟

表

の

：
生
^
發
展」

と
題
し
た
の
で
あ
る
，

ー
：
：
へ

そ

め

撿

討

.の
結
果
、
：麵
者
欣
範
武
を
も
つ
：て
經
濟
表
の
完
成
と
解
す
る
も
の 

•;
で
尨
.る
.が
、
尙
：
：原
表
も
略
衷
も
範
式
も
夫
々
の
：前

提
<0
下
に
於
て
、
相
互
に 

■:
.何
等
矛
盾
す
：.る
.こ
と
な
く
ぅ
又
同
時
に
存
在
し
得
る
と
考
へ
る
も
の

で

あ

る

。

次
の
機
會
に
夕
丨
次
傅
：H
-o
經
濟
循
環
不
均
衡
の
經
濟
表
の
硏
究
を
中
心
と 

し
て
'當
時
の
佛
蘭
西
に
於
け
る
そ.の
實
踐
的
i

の
.檢
討
を
試
み
る
こ
と
\
す 

.る

'.
0

'

：
.

：
'
:
.
.
-

-
一
：
九

五

六

年

下

半

期

の

國

際

經

濟

學;

;

:
.'
.'

に

お

け

る

.ニ

つ

の

問

題

‘

：

• 

' • 
■ 

.

.

.

. 

.

;

•

■

:
白

-:
'

-

石

ぐ
.
.孝

.:'
:

一
九
五
六
年
下
半
期
に
お
い
て
、.國
^,
'
經
濟
學
上
ニ
つ
の
問
題
が
殊
に
注
目'.
-
 

を
ひ
い
た
。

一
つ.は
賠
償
支
拂
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
交
易
條 

件
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
學
會
に
お
い
て
も
、

ア
ジ
.ア
政
經
學
會
が「

賠

償

'
 

と
ア
ジ
ア
經
濟j

と

い

i

通
論
題
を
か
：か

げ

、

國
際
經
濟
學
會
で
ば「

經
濟 

發
展
と
.外
國
贸
恳」

.の

.題
目
の
.も
.と
で
、
.交
易
條
件
の
問
題
ガ
.扱
わ
れ
た 

.賠
償
支
拂
に
つ
い
て
は
、
旣
にビ
ル
マ
、

7

フV

リ
ッ
ピ
ン
に
■資
す
る
具
體
的'： 

'問
題
を
め
ぐ
つ
て
、

こ
れ̂
で
多
數
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、

ア
ジ
ア
間
題
第
五 

卷

第
一
.■號
で「

賠
償
間
題
と
經
濟
協
力'-
-
が
特
集
さ
れ
.て
、

ほ
ぼ
.そ
の

論

點

：
を 

つ
く
し
て
い
る
感
が
あ
る
。"し
か
七
、
令
日
の
賠
償
が
®

ア
ジ
ア
の
開
發
に 

.對
ず
る
經
濟
協
方
を

t
S

と
し
.、
更
に
こ
れ
を
通
じ.
.
て

相

手

國

と

.
の

賀

易

擴

次
 

が
望
ま
れ
る
か
ぎ
り
、',
賠
償
：の
方
式
に
論
議
が
集
中
す
る
：の
は
當
然
で
あ
る
。，
二 

:小
島
淸
氏
の
餘
揭
誌.上
の
論
文
，

「

賠
償
と
質
易
擴
大1-
並
に
ア
ジ
ア
^
經

肩

、
 

會
で
の
報
吿
は
、

こ
れ
に
つ.い
.て
興
味
の
あ
る
間
題
を
提
示
す
石
も
の
，で

あ

つ
'
 

:

た
。
.
.

i

•ち

r

日
本
，の
.賠
衝
支
拂
政
策
拟
、
賠
:«
澄

と

'舊

歡

^
を
嚴
別
丄
、 

少
く
と
も
®

i
s

を
紙
沙
さ
せ
る
と
と
な
く
、

い
な
そ
れ
を%墙
加
さ
せ
つ
； 

つ
賠
償
額
だ
け
は
確
實
に
追
加
的
轍
出
增
加
を
も
た
ら
そ
ぅ-i
い
ぅ
め
で
へ
あ
；

:
:

:ー：.九
2£
六
年
下
半
期
：の
國
傺
經
濟
學
に
知
け
：る
ニ
っ
の
問
題
，

：

る」

。
そ

の

た

め「

今
ま
で
輸
出
し
に
く
か
つ
た
特
定
商
品
を
受
取
ら
せ
る
よ 

.

う
に
し
ば
り
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る

J
。

し
か
し
、

こ
の
よ
‘う
な
日
本
の
獨
善 

'
的
意
圖
が
う
ま
く
推
埗
す
る
も.の
か
ど
.う
か
、「

こ
の
獨
善
こ
そ
が
.新
し
い
賠 

.償
支
拂
因
難
冷
生
み
つ
づ
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か

」

。

ま

た「

日
本
の
賠
償 

■■

東
拂
政
策
.が
實
物
、r役
務
賠
償
を
固
執
す
る
こ
と
は
、

こ
の
拘
束
双
務
的
ト
ラ 

ン
ス
フ
ナ
ー
主
義
を
貫
か
ん>'
:す
：る
こ
と
に
ほ
が
な
ら
ず
、

こ
れ
は
結
局

『

小 

さ
な
菓
子
の
大
き
を
分
前
を
取̂』

こ
と
で
、
現
金
賠
償
に
近
い
方
法
で
行
つ 

.
た
場
合
に
實
現
で
き
る.で
あ

：
ろ

ヶ.

IT

大
き
な
菓
子
の
公
平
な
分
前
を
得
る

』
こ 

と
よ
.々
も
、
：
賠
償
請
求
國
匕
と
：つ.て
は
勿
論
> 

.
日
本
に
と
つ
.；.て
も
好
ま
し
く
ー 

.な
い
.
-->
'
.で
は
'あ
る
ま
い
か
.

」

。

こ
.れ
が
小
島
淸
氏
の
根
本
的
疑
問
で
あ
り

、 

實

物
/
.役
務
賠
償
が
現
金
賠
償
よ
り
好
ま
し.い
と
す
る
考
え
方
を
批
判
す
る
。 

し
か
：も
資
本
財
賠
償
に
拘
東
す
る
方
式
に
は
反
對
す
る
理
論
的
根
據
を
明
示
す 

■

る
。:

.
:
;
• 

:

.

.

ダ

I
ス
⑷
で
は
資
本
財.と
i

財
の
自
由
選
捍
を
、'ヶ
.
.丨
ス
(B
)
で
.
は

資

本

財
 

'

に
の
み
：拘
東
し
た
場
合
を
扱.；い
、
'そ
の
效
果
を
比
較
す
る
。.ま
ず
ヶ
ー
ス
(A
)
で 

,
は
、
賠
徵
請
求
國
め
經
濟
開
發
用
投
資1
.は
、
.
_
.
&
.
:
1

,
だ

け

の

對

日

誘

發

消
 

/'
費

財

輸

入

立
,1
1
:
-
接

に

.で
4
 

1だ
け
：の
對
日
資
本
財
輸
入
を
も
た
ら
オ

(

た

"

:-

國
艮
所
得
豫
數
ァ
肌“
對
日
限
界
輸
入
性
向
、

資
本
財
輸
入
對
日
割
合
、

;

: 

9
=投
資
中
資
本
財
輸
入
割
合

)

，0

そ
れ
は
對
日
國
際
收
支
均
衡
に
お
.い
て
は 

:
.
:日
本
か
；ら
の
賠'償
年
額
11
-ど
對
日
輸
2
6
^加
額
'£
に
.等
し
.い
。
.卽
ち
、
'..

:;

ヶ
.丨
ス
(8
)
吒
は
日
本
如
ぢ
の
臨
償
年
額
は
資
本
財
に
拘
束
さ
.れ

て

い

る

か 

■-
へ
ち
、
§|
發
投
資
忙
よ
る
誘
發
的
消
費
財
輸
入
ば
專
ら
對
日
驚
%
加
分
の
み
キ

^
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